
（別紙様式４－１） （県立高等学校・中学校用）

熊本県立上天草高等学校　令和４年度（２０２２年度）学校評価計画表

●学校の魅力化特色化の推進による入学者増加に向けた取組

●「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）」の深化及び
　「クリエイトハイスクール事業」「総合型コミュニティ・スクール」「スーパーグローカルハイスクール事業」の推進

●新型コロナウイルス感染拡大防止への適切な対応

　１　学習指導の充実
　（１）学習指導要領の理念（主体的・対話的な深い学び）を意識した授業実践（「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実）
　（２）ＩＣＴの積極的活用（効果的な授業の相互授業参観等の実施）
　（３）自学自習の習慣化及び読書指導（朝読書の充実）等による基礎学力の定着

　２　進路指導の充実
　（１）大学入試改革の動向を見据えた国公立大学等進学希望者への進学資料提供及び外部講師等による講演会や各種説明会等の
　　　 機会拡充
  （２）雇用環境の激変に対応する就職に関する情報の適切な提供及び企業や公務員等希望者へのガイダンス及び面接指導の充実
　（３）インターンシップ、ボランティア活動等の体験活動への積極的参加

　３　生徒指導の充実
　（１）マナーの徹底（端正な制服着用・頭髪、挨拶の励行、品位ある言葉遣い）
　（２）生徒会活動の活性化（自主・積極的活動の推進）
　（３）部活動の指針を踏まえた部活動の活性化（部活動の奨励、計画的・継続的指導の充実）

　４　健康教育・安全教育の充実
　（１）衛生意識向上への取組と感染症予防の徹底

　５　その他
　（１）人権教育の視点に立った特別支援教育の組織的対応の推進
　（２）広報活動の充実（ＨＰの更新・広報誌・学校説明会等による情報発信の充実）
　（３）体育大会、文化祭、上天草バザール等の学校行事の充実（地域や育友会との連携）

評価基準　Ａ：5.0～4.0　　Ｂ：3.9～3.0　　Ｃ：2.9～2.0　　Ｄ：1.9～1.0

大項目 小　項　目

○授業第一主義
　主体的・対話的な深
い学びを意識した分か
る授業の実践
○各部会・学年会・教
科会による多方面から
の学力充実

・生徒の習熟に応じたきめ細かな授
業展開
・ＩＣＴ等の機器を活用した授業の
実践
・部会・学年会・教科会の定例実施
と連携
・適切な予習・復習指導
・課題の計画的配付

Ａ

○部活動への加入者の
増加と充実（加入率
75％）
○ボランティア活動の
参加者率向上とボラン
ティア活動の機会確保
(ボランティア活動の
参加者率７０％以上)

・各学年で部活動加入を推奨
・部活動の計画的・継続的指導の充
実
・依頼のあったボランティア活動へ
の積極的な呼びかけ
・本校主催のボランティア活動実施

Ａ

学び合い高め
合い支え合う
職員集団

○専門性・教科指導力
の向上、研究授業の積
極的実践
○職員研修の計画的実
施と内容の充実（各定
期考査期間に1回以
上、長期休業中に1回
以上実施）

・校外研修会への積極的参加
・ICT等の機器を活用した研究授業
の積 極的実践
・研修内容を精選し、喫緊なものと
継続的に必要な研修を実施し、職員
の資質向上を図る。

Ａ

評価項目
具体的目標

２　本年度の重点目標

 「くまもとの教職員像」、「令和４年度(2022年度)県立中学校・高等学校における教育指導の重点」、「令和４年度(2022年度)学校安全・安心推進
課取組の方向」「令和４年度(2022年度)体育保健課取組の方向」、「令和４年度(2022年度)人権教育取組の方向」等を中心に据え、「認め、ほめ、
励まし、伸ばす」教育の実践をとおして、社会を構成する一員としての必要な人間力【智・徳・体】を身につけるために、克己精励する生徒の育成
を目指す。

１　学校教育目標

評価の観点

◇確かな学力
の　　育成に
基づく  キャ
リア教育

３　自己評価総括表

人間力、恕、
自律の育成

学校
経営

◇主体的に学
び、学び合う
人材育成
　

◇資質向上
◇職員研修の
実施

具体的方策 評価

●英語科や商業科を中心に習熟度に応じ
た授業展開ができた。
●昨年度に引き続き、端末や電子黒板を
活用した授業が実践できている。
▲課題の取組状況に差があり、生徒の実
態に応じた課題の計画が必要である。

●本校主催のボランティア活動は例年通
り開催でき、生徒30人が参加した。
●ボランティア活動の参加者延べ人数は
134人で、参加者率は、84.3％であった。

●校外の研修にも参加し、校内における
資質向上につなげることができた。
●ＩＣＴの活用が研究授業のみならず、
普段の授業のなかでも積極的に実践され
ていた。
▲研究内容の要望を吸い上げ、実践にう
つすようにしてきたが、より精選し、計
画的に実施する必要がある。

成果（●）と課題（▲）



保護者（育友
会）との連
携・協力

○育友会総会や研修
会・学校行事への保護
者の参加を増やし、保
護者の学校への関心を
高める。（総会出席率
  ８０％以上）

・育友会役員の積極的働きかけ、ク
ラス担任の協力
・育友会新聞・学校新聞による育友
会活動の広報
・地域行事への育友会の参加

Ａ

業務改善・
働き方改革

○月の超過勤務時間の
年平均４５時間以上の
職員数が１０人以下を
目指す。
○年休取得日数平均が
１２日を目指す。

・毎月の状況を職員に周知し、意識
の向上を図るとともに、超過時間の
多い職員の業務の見直し等も行う。
・会議や研修の精選及び実施日・実
施方法を見直し、１日単位だけでな
く、時間単位も含めて年休取得を促
す。

Ａ

○年に２回公開授業、
研究授業を実施する。
アンケートを通じて、
指導力の向上を目指
す。

・公開授業週間、研究授業の積極的
な活用（各教科年１回以上の研究授
業と反省会の実施）

Ａ

○生徒の学習意欲を高
める授業を目指す。
○学校評価アンケート
における生徒の肯定的
評価７０％以上を目標
とする。

・教科会を利用した授業研究
・ICT支援員との連携
・スーパーティーチャーの積極的活
用
・教科横断型の「聞く」「話す」
「表現する」プロジェクトの活用

Ａ

基礎学力と学
習習慣

○家庭学習の習慣化を
図る。学校評価アン
ケートにおける生徒の
肯定的評価５０％以上
を目標とする。

・家庭学習時間調査による生徒の実
態把握
・ホームルーム等での周知と啓発
・Chrome bookを活用した課題の配
信

Ｂ

読書習慣の育
成を通して、
豊かな教養と
人間性の涵養

○朝読書の徹底
○生徒が利用しやすい
図書館にする。
○授業における図書館
の活用（各授業で積極
的に図書館内の資料・
情報を活用する）

・図書館での朝読書
・積極的に広報活動を行う。
 （図書便りの毎月発行、文化祭）
・生徒のリクエスト等による新刊の
積極的入荷を図る。
・教科の学習内容と連携した展示の
工夫や関連書籍の購入を行う。

Ｂ

○３か年を見通した進
路指導計画を作成し、
確実に実践する。
○外部機関と連携し勤
労観・職業観を醸成す
る。〇学校評価アン
ケートにおける生徒の
肯定的評価８０％以上
を目指す。

・インターンシップや企業見学、進
路別講演会、面接練習会、新社会人
セミナーなどの実施
・キャリアパスポート等を活用し、
自己理解を深め進路決定へと繋げ
る。
・オープンキャンパスへの参加や大
学出張講座、上級学校説明会の実施

Ａ

○生徒一人一人の希望
や適性にあった進路検
討を行う。
○年２回基礎学力の定
着度を図る模擬試験を
実施し、学力向上を目
指す。

・学習習慣や学力定着を把握するた
めの模擬試験を実施し、分析・研修
会を行い、学年や教科で連携した指
導を行う。
・学習動画などの活用、終礼前の学
習時間（３ＵＰ）の実施。

Ａ

○幅広い進路に対応で
きる基礎学力及び応用
力を身につけさせる。
○職員研修を実施し、
進路指導の実践力を向
上させる。

・生徒のニーズに応じた個別指導を
行う。
・面接指導，模擬試験，課外授業な
どを定期的に実施する。
・入試情報や就職状況を理解し、指
導に活かす。

Ａ

〇年２回進路希望調査
を実施する。
○３年生の進路決定
100％を目指す。
〇情報の共有

・担任、キャリアサポーターなど幅
広い職員による個人面談の実施
・個人面談等を充実させ、生徒理解
を深め、適性や長所等を把握し、進
路面で適切なアドバイスを行う。
・進路に関する情報を学校全体で共
有し、生徒・保護者に正確かつ速や
かに提供する。

Ａ

系統的キャリ
ア教育

進路意識の
向上

学力
向上

キャ
リア
教育
（進
路指
導）

◇面談（進路
相談）の充実
　

授業の充実、
分かる授業

学校
経営

◇育友会活動
の活性化

◇研究授業、
授業公開

◇指導力の向
上
◇授業評価と
授業改善

◇超過勤務時
間の縮減及び
年休取得日数
の向上

◇家庭学習の
習慣化

◇図書館を活
用した人材育
成
◇情報リテラ
シーの向上

◇キャリア教
育体制の確立
◇勤労観・職
業観の育成

◇３年間の系
統的指導
◇基礎学力の
定着

◇学年に応じ
た進路指導

▲育友会行事等への参加者が減少し、総
会出席率も低下している。さらなる働き
かけを検討する必要がある。

●１学期と２学期に公開授業週間を設定
し、２学期には研究授業週間を設定する
ことができた。新しいＩＣＴ活用の授業
も有り、授業力向上につながる取組と
なった。
▲業務量によって、研究授業を参観する
時間の確保が難しい場合があった。

●学校評価アンケートの、授業に対する
生徒の肯定的評価は８５％であった。
●３学期にスーパーティーチャーを招い
た職員研修を計画している。資質向上に
つなげていく。
▲「聞く」「話す」「表現する」プロ
ジェクトの活用が十分でなかった。

●定期考査前の家庭学習時間が１学期か
ら２学期にかけて増加した。
▲家庭学習に対する生徒の評価は３８％
と前年比で増加したが、まだ低い水準の
ため、さらに学習意欲を高める授業改善
に取り組みたい。

●図書館内でのクロームブック使用が可
能となり、インターネットと書籍の双方
を活用した学習ができる環境になった。
▲クロームブックの導入後、来館者およ
び貸出冊数の減少が起きている。
▲情報収集をインターネット上で済ませ
ることが多くなり、情報収集の場として
図書館が活用される機会が減ってきてい
る。

●対面式のガイダンスなど積極的に参加
し、校外でも就労観や勤労観を高揚させ
る機会を設けた。
●キャリアパスポートを活用し、定期的
に振り返りができた。
▲学教評価アンケートで生徒の肯定的評
価が８０％に達しなかったので、各学年
での年間計画や取組内容を検討する。

●今年度から導入したスタディサプリ
は、外部機関や学年と連携し、３ＵＰや
長期休業中の課題として計画的にに活用
できた。
●到達度テスト後、苦手分野を把握して
動画で復習することができた。
▲模試結果を分析し、全体で共有するこ
とがあまりできなかった。

●キャリア教育、新課程入試の職員研修
や進路出張講座、小論文講演会を実施す
ることで、職員のスキルアップの一助と
なる取組を行うことができた。
▲生徒が自発的に高い目標を持ち、目標
実現へ向けて困難であっても粘り強く取
り組ませることが課題である。

●３年生については、担任や学年団と
キャリアサポーター間で早期に情報を共
有し指導にあたることができた。
●保護者からの肯定的な評価は微増し
た。
▲進路希望調査後に学年やクラスの統計
結果を周知できなかった。また、１・２
年生の面談については、担任裁量の部分
が大きく、進路部からの発信ができな
かった。

●積極的な年休取得呼びかけや、会議等
の精選及び実施日を工夫し、月の超過勤
務時間の年平均４５時間以上の職員は８
人だった。
●年休取得日数は４～１２月現在平均１
０日とほぼ目標を達成できた。



○５回の整容指導中、
１回でも不合格者を０
にする。

・生活委員会と連携し生徒への呼び
かけや事前告知と整備の促進
・社会人として必要な資質を進路部
と連携し面接指導等を通して理解さ
せる。

Ｂ

○特別指導、いじめ、
交通事故・違反、貴重
品の盗難等の件数を１
０件以内とする。

・法令順守の重要性と違反等が何故
いけないかをＨＲ・集会時等で繰り
返し諭す。
・生徒部を中心に昼休みの巡回指導
を週２回以上行う。
・定期的な登下校指導を行う。

Ａ

生徒会活動の
充実

○生徒会主催行事等に
おいて生徒が自発的に
アイデアを出し企画・
運営を行う。

・計画的な準備と生徒の活動時に教
師が積極的に関わる。

Ａ

同和問題を中
心とした様々
な人権問題の
理解

○各学年単位で同和問
題に関する認識を深め
る。
○学年ごとに、「水俣
病をめぐる人権」、
「ハンセン病回復者の
人権」について理解を
深める。
○生徒アンケート肯定
的評価８０％以上を目
指す。

・熊本県教育委員会作成の人権教育
推進資料や県の事業、自治体作成資
料を活用する。
・人権教育推進委員会で、人権ＬＨ
Ｒ後の振り返りを行う。
・ＬＨＲ指導案について人権教育推
進委員で 内容を検討し、学年単位
で早めに学習指導案を作成する。

Ａ

職員の人権感
覚の醸成

○校外研修へ積極的に
参加する。
○身近に起こっている
人権問題についての研
修を実施する。

・同和問題を中心に据えた職員研修
の実施
・法律の専門家を招聘して研修を実
施することで、職員の生徒指導力の
向上及び学校が抱える諸課題の解決
に資する。
・熊本県教育委員会作成の人権教育
推進資料の積極的活用
・研修案内を積極的に行い、職員へ
の参加を促す。

Ａ

命を大切にす
る心を育む指
導

○すべての教員が学習
活動をとおし「命を大
切にする心」を育む指
導を行う。
○行事等に、生徒が自
尊感情を高め、自己実
現を図るための在り
方、生き方について学
ぶ視点を入れる。

・各々の教科指導において関連する
学習内容を確認し、年間を通じ人権
感覚を意識した学習指導を行う。
・福祉実習やボランティア活動、地
域貢献活動等を通し、生命、自然、
地域に対する畏敬の念を高める。
・生徒が取り組んだ人権ポスターや
標語について地域や家庭に紹介す
る。

Ａ

いじめの早期
発見、相談体
制

○生徒の変化に敏感に
なる。
○スクールサインの有
効活用

・スクールサインや心のアンケート
によるいじめの早期発見と迅速な対
応
・子どものサイン発見チェックリス
トを活用し、家庭での様子を保護者
にも観察いただくなど、生徒の変化
に早い段階で気付くとともに、生徒
指導部や教育相談とも連携して情報
や対応策を共有する。

Ａ

いじめをなく
す取組

○行事等を通して、い
じめ防止の認識を深め
る。
○いじめ問題対策委員
会の充実

・必要に応じて、いじめ問題等緊急
支援員やスクールロイヤーなど、各
分野の専門家に支援を求める。
・「いじめ防止全校集会」の実施
・「心のアンケート」年３回の実施
・いじめ解消率１００％
・いじめ問題対策委員会でマニュア
ルを再確認する。

Ａ

いじ
めの
防止
等

生徒の
規範意識

生徒
指導

人権
教育
の
推進

◇基本的生活
習慣の確立と
社会人の基礎
となる整容指
導

◇いじめ防止
関連の各種行
事等の実施

◇各種法令・
法規に基づい
た指導の徹底

◇自発的な生
徒会執行部の
活動

◇同和問題学
習ＬＨＲ
◇様々な人権
問題学習
◇差別を見抜
き、差別を許
さない人間の
育成
　

◇職員研修を
通して知識を
理解
するとともに
人権感覚を養
う
　

◇自他の生命
を尊び、大切
にしていこう
とする態度の
養成
◇自らの在り
方生き方を学
ぶとともに、
夢や目標をも
ち、その実現
に向けて努力
する態度の育
成
　

 
◇職員の危機
管理意識の高
揚

●「いじめ問題対策委員会」の定期的な
実施から、そこでの意見を生徒理解およ
びいじめ防止に向けた取組みの向上に繋
げることができた。
●スクールサインの登録説明会を実施
後、そのツールを活用して訴えのあった
「いじめ」に対して、早い段階で対処す
ことができた。
▲生徒指導や教育相談部との間に今後さ
らなる連携と情報共有が必要である。

●「心のアンケート」結果をもとに学期
ごとに「いじめ問題対策委員会」を実施
し、ＳＣのアドバイスを参考に学年・担
任と情報共有を行うことでいじめ解消に
向け迅速に取組むことができた。
▲「いじめ」を未然に防止する取り組み
が少なかった。

●昼休みや放課後に生徒会での集合を多
く実施し、顧問とのコミュニケーション
を多く図ることができ、生徒主体の意見
を引き出すことができた。

●各学年ごとのＬＨＲで、同和問題に関
する認識を深めることができた。
●学校評価の生徒アンケートで、肯定的
評価が８４％であった。
▲人権ＬＨＲ実施後、学年や委員会での
振り返りを行うことができなかった。

●法律の専門家や県の人権同和政策課と
連携をとり、講師を招聘して職員や生徒
向けに研修を行うことができた。
●インターネットによる人権侵害や進路
保障など、身近に起っている問題につい
て職員研修を実施し全員で考えることが
できた。
▲推進委員以外に校外研修の案内をした
が、参加まで繋げることができなかっ
た。

●「人権週間」に全校生徒が人権標語に
取り組んだほか、美術部の生徒により作
成されたポスターについて、各学年の廊
下に掲示し、常に生徒の目に触れるよう
工夫できた。
▲心のアンケート結果で「誰かの役に
たっている」「自信のあるものや自慢で
きるものがある」と答えた生徒は８割に
届かなかった。

●１回目、２回目では頭髪や眉での不合
格者は０であった。
▲１０月に予定していたが、実施せず４
回の実施となってしまった。

●問題行動の件数は１０件位内であっ
た。　　　▲全校生徒を対象とした生徒
指導の集会を実施できず、啓発となる講
話をすることができなかった。
●１学年を中心として、生徒指導に関す
る集会を定期的に実施することができ
た。



○感染症拡大防止のた
めの取組の充実
○健康教育の充実
○健康診断実施後の治
療率の向上を図る。

・手洗い・換気・登校前の検温の習
慣化に向けた指導
・個別の健康観察の実施
・生徒を対象とした性教育講演会、
薬物乱用防止教育の実施
・ＡＥＤ、心肺蘇生法についての職
員研修の実施
・健康診断後受診が済んでいない生
徒の個別指導
・生徒保健委員会と連携し現代的な
健康課題の啓発を行う

Ａ

○組織的な支援の充実

・保健室来室状況の記録分析
・担任、特別支援教育コーディネー
ター、教育相談担当、スクールカウ
ンセラーとの生徒情報の共有
・外部の専門機関との連携
・保護者との積極的な情報共有

Ａ

環境教育

〇安全・安心な環境整
備
〇掃除用具の整理・整
頓
〇節電に向けた取組
〇SDGsに関する教育と
実践

・施設・備品の毎日の消毒
・消毒薬等衛生用品の管理
・各学期、安全点検の実施
・環境委員会による掃除用具の点検
・年２回エアコンフィルターの掃
除、
 校内美化コンクール(教室とトイ
レ)
・環境四季報の発行

Ｂ

○職員研修や不祥事の
具体的な事例紹介によ
り常に危機管理に対す
る意識を持たせる。
○事件・事故への適切
な対応

・危機管理マニュアルの整備
・具体的不祥事事例の職員研修実施
・事件、事故、不祥事の事例は、そ
の都度全職員に紹介する。

Ａ

○自然災害に対する危
機意識の向上と訓練の
実施
○災害時の生徒の引き
渡し方法を、生徒・保
護者に周知する。

・自然災害を想定した避難訓練の実
施
・保護者者向けマチコミメールの定
着
・学校ホームページの活用

Ａ

生徒理解の
充実

○生徒理解研修をとお
し、共通理解を図る。
○個別の教育支援計画
および個別の指導計画
の作成、活用

・気になる生徒について、保健環境
部会や担任および授業担当者等から
の情報収集
・特別支援教育・教育相談委員会で
の諸計画の検討
・特別支援教育コーディネーターに
よる保護者面談の実施
・スクールカウンセラーによる相談
活動の推進

Ａ

外部との連携

○小・中学校や地域の
高校、支援学校との情
報交換
○関係機関にいつでも
相談できる体制づく
り。

・地域の研修や情報交換の場への積
極的参加、情報収集
・他の高校からの積極的な情報収集
・入学前中学校訪問の実施
・支援策についての助言を得る等、
関係機関の積極的活用

Ａ

地域
連携
（コ
ミュニ
ティ・
スクー
ルな
ど）

地域との連
携・協力

○地域や中学校への情
報提供と交流に努め、
本校教育への理解と協
力を得る。（保護者ア
ンケートによる肯定的
評価８０％以上）

・小中学校との交流（合同部活動・
職員間交流等）を実施
・ホームページの充実
・市内小中学校に本校用の広報掲示
板の設置
・地域連携対策事業（学校運営協議
会）の実施

Ａ

県教
委指
定事
業の
推進

「ひと・もの・資
源の宝庫」上天
草で未来を切り
拓くリーダーの
育成

○大学や研究機関およ
び中学校との連携強化
○「聞く」「話す」「表現す
る」プロジェクトの取組の
推進

・授業実施のPDCAサイクルを確立する
・市内各中学校との連携
・カリキュラム開発等専門家に頼らな
い、生徒と大学及び研究機関のマッチ
ング作業の実施
・プロジェクトの基本方針を明確にし、
各教科で工夫できる環境をつくる

Ａ

特別
支援
教育

保健教育の
充実

危機管理体制

保健
安全

◇保健指導

◇心身の健康
問題を抱える
生徒への支援

◇学校版環境
ＩＳＯの取組

◇職員の危機
対応能力の向
上

　

◇自然災害に
対する対策の
確立
　
　

◇生徒一人一
人の教育的
ニーズを把握
した支援体制
の整備

◇生徒一人一
人の教育的
ニーズに応じ
た支援策の検
討

◇地域や小・
中学校との連
携の
強化と情報の
共有

◇地域人材育
成のカリキュラ
ムの完成と支
援組織の自走
◇教科横断の
分析力・思考
力の育成

●毎日登校時には個別の健康観察を実施
した。学年毎に、毎日の生徒の健康状態
の確認ができていた。
▲健康診断後、歯科受診は比較的済んで
いるものの、眼科受診が進まない。学期
末毎の呼びかけを継続する。

●１日４～５人程度、保健室来室があっ
た。繰り返し来室する生徒には特に丁寧
に対応し、担任と情報交換を行った。
▲気になる生徒について情報の共有をそ
の都度行ったが、SCの相談件数が多い時
や保護者からの相談時には、詳細な内容
は紙面での共有に留まることもあった。

●安全点検を法定に基づき実施し、校内
の安全と快適な環境の整備を図ることが
できた。
●安全点検表と併せて掃除用具の点検を
実施することで校内の清掃活動が適切に
行われた。
●環境美化コンクールを行ったことで、
整理整頓への意識づけを行うことがで
き、さらに教室とトイレの環境整備を図
ることができた。

●不祥事防止に関する職員研修は、朝会
等も活用し、例え短時間でも機会を逃さ
ないように繰り返し行なった。
●研修の際は、事故・事件・不祥事等具
体的な事例を提示し、危機管理意識の向
上につながるようにした。

●(株)マリーゴールドホールディング
ス・上天草市と「魅力向上のための包括
支援協定」を結び、魅力化のための体制
作りを推進できた。また、地域の小中学
校と連携し交流を深めることができた。
▲魅力発信の方法等をさらに改善する必
要がある。

●大学や研究機関、企業との連携強化を進
め、生徒の探究活動に活かす仕組みづくりを
整備できた。
▲「聞く」「話す」「表現する」プロジェクトを実
施したが、その趣旨が職員、生徒ともに十分
に浸透しきっておらず、効果的でなかった。

●要項の見直し、避難経路の確認、放送
や拡声器を用いた避難誘導、防火扉の使
用など、実践的な避難訓練を実施でき
た。
▲避難訓練の時だけでなく、日頃から防
災に対する危機意識を高めるような取組
を考え、実施する必要がある。

●保健部会内での情報共有等、定期的に
気になる生徒について情報を収集し、SC
による生徒面談やケース会議の実施につ
なげることができた。
●個別の教育支援計画および個別の指導
計画について、保護者と担任間で内容を
共通理解する機会を設け、今までの支援
や成長に伴い作成の必要がなくなる生徒
もいた。
▲支援が必要な生徒に対する、組織的な
支援システムの構築が不十分である。

●エリア会議やブロック別会議に参加
し、情報収集を行なうことができた。今
年度は、松島地区や姫戸・龍ヶ岳地区の
ブロック別会議にも参加することができ
た。
▲SCやSSWなど関係機関の積極的な活用に
努めたが、状況の改善に至らないケース
もあった。



令和５年３月３日に開催した学校運営協議会並びに学校関係者評価委員会での御意見を踏まえ、コミュニティ・スクールやクリエイトハイスクールの取組を本校
教育活動の中心に据えながら、次年度の課題・改善方策として、次のように取り組む。

（１）学校の取組について、保護者や地域、地元小中学校を中心に県下全域へ情報発信を行い、本校の教育活動の魅力発信を充実させる。
　　①広報担当班を組織化し、学校行事だけでなく日頃の学校生活の様子も、ホームページやインスタグラムなどのSNSを活用して、頻繁に発信する。また、生
徒の活躍を掲載した学校新聞を地域住民や小中学校へ配布する。上天草市や地域企業とも協力し、プッシュ型の広報方法も検討する。
　　②市内全中学を対象にした「高校訪問学習」を学年ごとに実施したり、小中学校との交流活動を通じて、地元の小学生や中学生の本校教育活動への理
解を深める。また、 公開授業週間を活用し、市内中学校教職員や保護者にも本校の取組等について知っていただく。
　　③育友会総会や体育大会、文化祭等の学校行事への積極的な参加を促すため、早めに周知する。
（２）クリエイトハイスクール事業の継続した取組と地域とのつながりの強化
　　①上天草の良さや課題を深く理解し、上天草を支える人材育成のために、地域との協働体制を更に強化し、地域人材の活用や地域とのつながりを、組織全
体で作っていく。
　　②上天草市・マリーゴールドホールディングス・本校による包括支援協定に基づくサッカー部の活性化、公務員養成と学習習慣化を目的として上天草市が本
校のために開始する「人財育成塾（上天塾）を軌道に乗せる。
（３）ＩＣＴ機器の活用の充実
　　端末の持ち帰りによる家庭学習の充実や、ＩＣＴの活用や主体的・対話的で深い学びの視点を重視した授業の深化を推進していく。
（４）上天草高校の魅力発信を入学者の増加につなげる。
     文科省指定「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）」終了後、継続して行っている取組の更なる充実と、コミュニティ・スクールの
取組やクリエイトハイスクールの取組における全教職員の協力体制により、上天草高校の教育目標「地域と協働し、地域に信頼される学校」を実現し、生徒募集
につなげていく。

４　学校関係者評価

令和５年３月３日に開催した学校運営協議会並びに学校関係者評価委員会での御意見

（１）起業家教育や地域の課題解決など素晴らしい取組を行っているが、その魅力発信が十分でなく、関係者しか知らないのは非常に残念である。高校からだけ
の発信ではなく、地域の自治体や商品開発等を一緒に行っている企業にも協力してもらって、プッシュ型で情報発信してはどうか。
（２）今後は、上天草市外にも魅力を積極的に発信し、生徒募集につなげる必要がある。民間の協力も視野に入れるといい。
（３）これまでの取組に加えて、何か類を見ない刺激的な取組が起爆剤として必要。サッカー部の活性化のためのマリーゴールドホールディングスとの合同練習
等が生徒募集につながることを期待している。
（４）「中学校１年生の上天草高校訪問」が２年連続コロナ禍で中止になっていたが、今年度再開すると聞き、うれしく思う。中学校の早い段階から上天草高校の
魅力が伝わるように、さらには上天草高校の生徒確保につながるように是非継続してほしい取組である。
（５）生徒の研究発表会は大変素晴らしかった。上天草市内だけでなく、全国にも情報発信できれば、市内からだけでなく、市外からも志願者が増えるのではない
か。今後は、情報発信に力を入れるべきだ。　また、小学校や中学校の先生にも見ていただき、生徒の成長ぶりを見ていただいたり、中学校は、発表会に参加を
していただきたい。
（６）学校評価によれば、毎年生徒も保護者も満足度が高い。特に、昨年より更に保護者が上天草高校に子どもを入学させて良かったと答えている割合が増加し
９割を超えている。実際に保護者のそのような声を直接聞くこともある。中学校で行なわれる高校説明会で、そのような声を届けてもらうと、中学生の保護者の意
識も変わるのではないか。
（７）ここ２年間、福祉科への入学者数が激減している。県下全域から生徒を募集するためには、住環境を整える必要がある。上天草市にそのための協力をお願
いしたい。

５　総合評価

　学校評価における評価項目のうち、「よくできている」とするＡ評価は全３０項目中２６項目と約９割だった。今年度も、新型コロナウイルス感染症の影響はあっ
たが、体育祭や文化祭などの学校行事には可能な限り実施した。多くの項目で高い評価を得たことは、それぞれが課題意識をもって学校運営がなされていると
いうことであり、総括的に見て、本年度の学校目標は概ね達成されたといえる。　今年度も、昨年度まで文部科学省の指定だった「地域との協働による高等学校
教育改革推進事業（地域魅力化型）」を継承しながらクリエイトハイスクール事業にも積極的に取り組むことができ、本校の魅力化と学校目標の達成に大きな影
響を与えていると考える。
　一方、市内小中学校に在籍する児童生徒、教職員及び保護者、あるいは地域住民や広く県民に対する本校の魅力や教育活動等の広報活動や情報発信につ
いては、さらなる積極的な取組が急務であり、引き続き次年度の課題と考えられる。

６　次年度への課題・改善方策


